
 

 令和６年度「トライやる・ウィーク」がはじまります。今年度は、６月３日（月）

から７日（金）の５日間の日程で実施し、事業所や地域の皆様にお世話になります。 

「トライやる・ウィーク」は、心の教育の充実、生きる力の育成をめざして、兵庫

県の中学２年生を対象に平成１０年度から実施されており、今年度で２６年目となり

ます。「トライやる・ウィーク」の名称には、「挑戦する：トライ」とともに、「学

校・家庭・地域の三者：トライアングル」の意味が込められています。令和２年度以

降、コロナ禍により人と人とがつながる機会が減っておりましたが、ようやく令和５

年度からはコロナ禍以前の教育活動ができるようになりました。こうした状況におい

て、生徒が学校を離れて事業所や地域の方々と接することは、豊かな心を育む上で大

変意義深いものと考えています。 

 

今年度の神吉中学校「トライやる・ウィーク」では、６５か所の事業所の皆様にお

世話になります。本校生徒を受け入れてくださる事業所や町内会の皆様方には、受け

入れのための準備から活動に際してのご配慮等、お力添えをいただき深く感謝してお

ります。 

「トライやる・ウィークの心構え」として、以下のとおり生徒に指導しています。

５日間、よろしくお願いいたします。 

 

行動の基本は「自主」「誠実」そして「感謝」 

◇いま何をする時なのかを、自分でしっかり考えて行動              

しよう（自主） 

◇中学生らしく、元気な気持ちの良い態度で活動しよう             

（誠実） 

◇関わってくれる人すべてに感謝の気持ちを忘れず、そ              

の期待に応えられるような言動を心がけよう（感謝） 

 

 


